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一　

は
じ
め
に

『
漢
書
』
藝
文
志
の
研
究
の
始
ま
り
は
、
班
固
『
漢
書
』
研
究
の
唐
・
顔
師
古
注
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
漢
書
』
の
古
注
を
集
め

た
研
究
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
の
研
究
の
数
は
膨
大
で
あ
る（

１
）。
目
録
学
と
し
て
の
研
究
で
は
、
古
く
は
梁
・
阮
孝
緒
『
七
録（
２
）』、
さ
ら
に

『
隋
書
』
経
籍
志
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
漢
書
』
の
一
部
で
も
あ
る
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
は
、
漢
籍
目
録
は
な
く
、
漢
籍
目
録
は
、
劉

向
『
別
録
』、
劉
歆
『
七
略
』
に
始
ま
り
、
そ
れ
を
受
け
て
班
固
『
漢
書
』
の
中
で
「
藝
文
志
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
。「
藝
文
志
」
の

中
で
、
劉
向
、
劉
歆
の
編
纂
精
神
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
詩
賦
略
」
で
あ
る
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、「
藝
文
志
」
全
体
に
、

劉
向
、
劉
歆
の
「
詩
賦
略
」
の
精
神
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
の
「
詩
賦
略
」
を
「
屈
原
賦
」
を
中
心

に
考
察
す
る
。

近
年
の
研
究
で
は
、
清
・
劉
師
培
『
論
文
雑
記
』（『
儀
徴
劉
申
叔
遺
書
』
五　

廣
陵
書
社　

二
〇
一
四
・
二
）
八
を
始
め
と
す
る
考

証
研
究
、『「
漢
書
・
藝
文
志
」
研
究
源
流
考
』、『
二
十
五
史
藝
文
經
籍
志
考
補
萃
編
』
な
ど
の
史
書
研
究
が
あ
る（

３
）。
こ
れ
ま
で
の
研
究

は
、「
藝
文
志
」
に
補
注
を
重
ね
て
い
く
方
法
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
り
、
総
序
や
各
序
を
踏
ま
え
た
上
で
の
全
体
的
、
あ
る
い
は
相
対

的
な
見
解
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
、
本
考
察
で
は
「
藝
文
志
」
の
編
者
劉
向
に
注
目
し
、
王
逸
注
『
楚
辞
』
を
参
照
し
な
が
ら
「
詩

賦
略
」
の
編
集
に
関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
。
そ
こ
で
は
『
詩
経
』
精
神
の
継
続
と
い
う
視
点
を
置
い
た
。
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二　

テ
キ
ス
ト
の
関
係
性

「
詩
賦
略
」
を
担
当
し
た
劉
向
は
、「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
を
中
心
に
「
詩
賦
略
」
を
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
関
係
す
る
の
が
後
漢
に
王

逸
注
と
し
て
完
成
し
た
『
楚
辞
』
で
あ
る
。
後
漢
の
王
逸
は
劉
向
の
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
を
も
と
に
宋
玉
以
後
の
賦
を
あ
つ
め
『
楚

辞
』
を
完
成
さ
せ
た
。「
詩
賦
略
」
を
考
え
る
上
で
、
こ
の
王
逸
注
『
楚
辞
』
の
編
纂
内
容
は
、
重
要
な
材
料
と
な
る
。

『
漢
書
』
藝
文
志
の
総
序
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

昔
仲
尼
沒
而
微
言
絶
。
七
十
子
喪
而
大
義
乖
。
故
、
春
秋
、
分
為
五
、
詩
、
分
為
四
。
易
、
有
數
家
之
傳
。
戰
國
從
横
、
直
偽
分

爭
、
諸
子
之
言
、
紛
然
殽
亂
。
至
秦
患
之
、
乃
燔
滅
文
章
、
以
愚
黔
首
。
漢
興
、
改
秦
之
敗
、
大
收
篇
籍
、
廣
開
獻
書
之
路
。
迄

孝
武
世
、
書
缺
簡
脱
、
禮
壞
、
樂
崩
。
聖
上
喟
然
而
稱
曰
、
朕
甚
閔
焉
。
於
是
建
藏
書
之
策
、
置
寫
書
之
官
、
下
及
諸
子
傳
說
、

皆
充
祕
府
。
至
成
帝
時
、
以
書
頗
散
亡
、
謁
者
陳
農
求
遺
書
於
天
下
。
詔
光
祿
大
夫
劉
向
校
經
傳
、
諸
子
、
詩
賦
、
步
兵
校
尉
任

宏
校
兵
書
、
太
史
令
尹
咸
校
數
術
、
侍
醫
李
柱
國
校
方
技
。
每
一
書
已
、
向
輒
條
其
篇
目
、
撮
其
指
意
、
録
而
奏
之
。
會
向
卒
、

哀
帝
、
復
使
向
子
侍
中
奉
車
都
尉
歆
卒
父
業
。
歆
於
是
、
總
群
書
而
奏
其
七
略
。
故
有
輯
略
、
有
六
藝
略
、
有
諸
子
略
、
有
詩
賦

略
、
有
兵
書
略
、
有
術
數
略
、
有
方
技
略
。
今
刪
其
要
、
以
備
篇
籍
。

昔
、
仲
尼
沒
し
て
微び
げ
ん言
絶
ゆ
。
七
十
子
、
喪ほ
ろ

ん
で
大
義
乖そ
む

く
。
故
に
春
秋
、
分
れ
て
五
と
為
り
、
詩
、
分
れ
て
四
と
為
る
。
易
に

數
家
の
傳
有
り
。
戰
國
の
從
横
、
直
偽
（
真
偽
）、
分
れ
て
爭
ひ
、
諸
子
の
言
、
紛
然
と
し
て
殽こ
う
ら
ん亂
す
。
秦
に
至
り
之
を
患
ひ
、
乃

ち
文
章
を
燔は
ん
め
つ滅
し
て
以
て
黔け
ん
し
ゅ首
を
愚
に
す
。
漢
興
り
て
、
秦
の
敗
を
改
め
、
大
に
篇
籍
を
収
め
、
廣
く
獻
書
の
路
を
開
く
。
孝
武

の
世
に
迄
り
て
、
書
缺
け
簡
脱
し
、
禮
壞
れ
て
樂
崩
る
。
聖
上
喟
然
と
し
て
稱
し
て
曰
く
、「
朕
甚
だ
閔う
れ

ふ
」
と
。
是
に
於
い
て
藏

書
の
策
を
建
て（

４
）、

寫
書
の
官
を
置
き
、
下
は
諸
子
傳
說
に
及
ぶ
ま
で
、
皆　

祕
府
に
充
つ
。
成
帝
の
時
に
至
り
、
書
頗
る
散
亡
せ

し
を
以
て
、
謁
者
陳
農
を
し
て
遺
書
を
天
下
に
求
め
し
む
。
光
祿
大
夫
劉
向
に
詔
し
て
經
傳
、
諸
子
、
詩
賦
を
校
せ
し
め
、
步
兵

校
尉
任
宏
を
し
て
兵
書
を
校
せ
し
め
、
太
史
令
尹
咸
を
し
て
數
術
を
校
せ
し
め
、
侍
醫
李
柱
國
を
し
て
方
技
を
校
せ
し
む
。
一
書

已お
は

る
每
に
、
向
輒
ち
其
の
篇
目
を
條
し
、
其
の
指
意
を
撮
り
、
録
し
て
こ
れ
を
奏
す
。
會た
ま

た
ま
向
卒
し
、
哀
帝
復
た
向
の
子
侍
中
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奉
車
都
尉
歆
を
し
て
父
の
業
を
卒お

へ
し
む
。
歆
、
是
に
於
い
て
群
書
を
總
べ
其
の
七
略
を
奏
す
。
故
に
輯
略
有
り
、
六
藝
略
有
り
、

諸
子
略
有
り
、
詩
賦
略
有
り
、
兵
書
略
有
り
、
術
數
略
有
り
、
方
技
略
有
り
、
今
其
の
要
を
刪
り
、
以
て
篇
籍
備
ふ
。

孔
子
の
後
の
状
況
を
概
説
す
る
中
で
、
典
籍
の
散
逸
と
漢
代
に
至
っ
て
そ
の
収
集
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
言
及
す
る
。
そ
れ
を
ま
と
め

る
際
に
、
劉
向
が
經
傳
、
諸
子
、
詩
賦
の
校
訂
、
編
集
に
あ
た
り
、
劉
向
の
死
後
、
子
の
劉
歆
が
そ
れ
を
継
承
し
た
。
そ
れ
は
、『
七

略
』
と
い
い
、「
詩
賦
略
」
は
そ
の
中
に
あ
る
。

こ
の
「
藝
文
志
」
に
関
連
し
た
記
事
と
し
て
、『
漢
書
』「
劉
歆
傳
」
の
中
に
『
七
略
』
に
つ
い
て
述
べ
た
記
載
が
あ
る
。

歆
字
子
駿
、
少
以
通
詩
書
、
能
屬
文
召
、
見
成
帝
、
︙
︙
河
平
中
、
受
詔
與
父
向
領
校
祕
書
、
講
六
藝
、
傳
記
、
諸
子
、
詩
賦
、

數
術
、
方
技
、
無
所
不
究
。
向
死
後
、
歆
復
為
中
壘
校
尉
。
︙
︙
哀
帝
初
即
位
、
︙
︙
歆
乃
集
六
藝
群
書
、
種
別
為
七
略
。
語
在

藝
文
志
。

歆き
ん

、
字
は
子し

駿し
ゅ
ん

、
少
く
し
て
詩
書
に
通
じ
、
能
く
屬
文
す
る
を
以
て
召
さ
れ
、
成
帝
に
見ま
み

ゆ
、
︙
︙
河
平
中
、
詔
を
受
け
父
向
と

校
祕
書
を
領
し
、
六
藝
、
傳
記
、
諸
子
、
詩
賦
、
數
術
、
方
技
を
講
じ
、
究
め
ざ
る
と
こ
ろ
な
し
。
向
、
死
し
後
、
歆
、
復
た
中

壘
校
尉
と
為
る
。
︙
︙
哀
帝
、
初
め
て
即
位
す
、
︙
︙
歆　

乃
ち
六
藝
群
書
を
集
め
、
種
ご
と
に
別
け
七
略
と
為
す
。
語
は
藝
文

志
に
在
り
。

こ
こ
で
は
、
劉
向
が
「
六
藝
、
傳
記
、
諸
子
、
詩
賦
、
數
術
、
方
技
」
を
講
義
し
、
劉
歆
が
そ
れ
を
「
七
略
」
と
し
て
ま
と
め
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

以
上
の
資
料
に
よ
っ
て
「
藝
文
志
」
全
体
と
、「
詩
賦
略
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
と
、
孔
子
の
学
が
、
経
書
、
つ
ま
り

六
藝
と
し
て
残
り
、
そ
れ
が
、
継
承
さ
れ
る
過
程
は
、
一
旦
、
戦
国
期
に
不
毛
と
な
り
、
漢
代
に
な
り
漢
籍
を
あ
つ
め
る
国
家
的
事
業

と
し
て
受
け
継
が
れ
る
。
こ
こ
に
関
係
し
た
の
が
、
劉
向
で
あ
る
。
そ
の
劉
向
は
、
經
傳
、
諸
子
、
詩
賦
を
担
当
し
た
。
經
傳
と
詩
賦

は
別
々
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
考
え
、
序
の
説
明
で
は
そ
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
次
に
取
り
上
げ
る
「
詩
賦
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略
」
序
に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
経
書
の
精
神
は
、
詩
賦
へ
と
受
け
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
。
で
は
、
そ
の
詩
賦
の
始
ま
り
は
だ
れ
か

と
い
う
と
、
次
に
示
す
「
詩
賦
略
」
序
に
い
う
屈
原
な
の
で
あ
る
。「
詩
賦
略
」
で
は
屈
原
が
、
孔
子
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
と
考
え

た
。「

詩
賦
略
」
の
編
纂
は
、
ま
ず
そ
の
一
部
で
あ
る
「
屈
原
賦
」
の
整
理
が
先
に
行
わ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
前
漢
末
、
こ
の

「
詩
賦
略
」
が
完
成
し
た
と
こ
ろ
で
、
賈
誼
や
司
馬
遷
が
見
た
で
あ
ろ
う
「
離
騒
」
以
外
の
作
品
が
や
っ
と
ま
と
め
て
「
屈
原
賦
」
の
中

へ
入
れ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
屈
原
作
品
の
考
え
方
に
関
し
て
は
、『
楚
辞
』
研
究
、
屈
原
研
究
で
は
大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て

現
在
も
議
論
が
続
く
問
題
で
あ
る
。「
離
騒
」
以
外
の
屈
原
作
品
を
漢
代
の
作
と
考
え
る
流
れ
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
戦
国
期
の
作
と

考
え
る（

５
）。

「
詩
賦
略
」
全
体
は
、
次
の
よ
う
に
５
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
先
頭
に
置
か
れ
た
賦
と
グ
ル
ー
プ
内

の
総
数
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
こ
の
考
察
で
は
、「
屈
原
賦
」
と
「
孫
卿
賦
」
を
対
象
と
す
る
。

屈
原
賦　
　

以
下
二
十
家
、
三
百
六
十
一
篇

陸
賈
賦　
　

以
下
二
十
一
家
、
二
百
七
十
四
篇

孫
卿
賦（
６
）　
　

以
下
二
十
五
家
、
百
三
十
六
篇

客
主
賦　
　

雑
賦
十
二
家
、
二
百
三
十
三
篇

高
祖
歌
詩　

二
十
八
家
、
三
百
一
十
四
篇

ま
た
、「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
か
ら
始
ま
る
「
詩
賦
略
」
全
体
の
後
序
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
こ
こ
に
は
劉
向
が
定
め
た
「
詩
賦

略
」
の
定
義
が
述
べ
ら
れ
る
。

傳
曰
、「
不
歌
而
誦
謂
之
賦
。
登
高
能
賦
、
可
以
為
大
夫
。」
言
感
物
造
耑
、
材
知
深
美
、
可
與
圖
事
。
故
可
以
為
列
大
夫
也
。
古

者
諸
侯
卿
大
夫
、
交
接
鄰
國
、
以
微
言
相
感
。
當
揖
讓
之
時
、
必
稱
詩
以
諭
其
志
。
蓋
以
別
賢
不
肖
、
而
觀
盛
衰
焉
。
故
孔
子
曰
、
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不
學
詩
、
無
以
言
也
。
春
秋
之
後
、
周
道
濅
壞
。
聘
問
歌
詠
不
行
於
列
國
。
學
詩
之
士
、
逸
在
布
衣
。
而
賢
人
失
志
之
賦
作
矣
。

大
儒
孫
卿
及
楚
臣
屈
原
、
離
讒
憂
國
、
皆
作
賦
以
風
。
咸
有
惻
隱
古
詩
之
義
。
其
後
宋
玉
、
唐
勒
、
漢
興
枚
乘
、
司
馬
相
如
、
下

及
揚
子
雲
、
競
為
侈
麗
閎
衍
之
詞
、
沒
其
風
諭
之
義
。
是
以
揚
子
悔
之
、
曰
、
詩
人
之
賦
麗
以
則
、
辭
人
之
賦
麗
以
淫
。
如
孔
氏

之
門
人
用
賦
也
、
則
賈
誼
登
堂
、
相
如
入
室
矣
、
如
其
不
用
何
。
自
孝
武
立
樂
府
而
采
歌
謠
、
於
是
有
代
趙
之
謳
、
秦
楚
之
風
。

皆
感
於
哀
樂
、
緣
事
而
發
、
亦
可
以
觀
風
俗
、
知
薄
厚
云
。
序
詩
賦
為
五
種
。

傳
に
曰
く
、「
歌
は
ず
し
て
誦
す
、
之
を
賦
と
謂
ふ
。
高
き
に
登
り
て
能
く
賦
せ
ば
以
て
大
夫
為
る
べ
し
」
と（

７
）。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
物

に
感
じ
て
耑
を
造な

し
、
材
知
深
く
美
し
け
れ
ば
、
與
に
事
を
圖は
か

る
べ
し
。
故
に
以
て
列
大
夫
と
為
す
べ
き
な
り
。
古
は
諸
侯
卿
大

夫
、
鄰
國
に
交
接
す
る
に
、
微
言
を
以
て
相
感
ぜ
し
む
。
揖い
う
じ
ょ
う讓の
時
に
當
り
て
、
必
ず
詩
を
稱
し
て
以
て
其
の
志
を
諭さ
と

す
。
蓋
し

以
て
賢
と
不
肖
と
を
別
け
て
盛
衰
を
觀
る
。
故
に
孔
子
曰
く
、「
詩
を
學
ば
ざ
れ
ば
、
以
て
言
ふ
無
き
な
り
」
と（

８
）。

春
秋
の
後
、
周

道
濅や
う
やく

壞く
ず

る
。
聘へ
い

問も
ん

の
歌
詠
、
列
國
に
行
は
れ
ず
。
詩
を
學
ぶ
の
士
、
逸
し
て
布
衣
に
在
り
。
而
し
て
賢
人
志
を
失
す
の
賦
作お
こ

る
。

大
儒
孫
卿
、
及
び
楚
臣
屈
原
、
讒ざ
ん

に
離あ

ひ
國
を
憂
へ
、
皆
賦
を
作
り
て
以
て
風
す
。
咸み
な

惻そ
く
い
ん隱
古
詩
の
義
有
り
。
其
の
後
、
宋
玉
、

唐
勒
、
漢
興
り
て
枚
乘
、
司
馬
相
如
よ
り
、
下
は
揚
子
雲
に
及
び
、
競
ひ
て
侈し
れ
い麗
閎こ
う
え
ん衍
の
詞
を
為
り
、
其
の
風
諭
の
義
沒
す
。
是

を
以
て
揚
子
之
を
悔く

ひ
て
、
曰
く
、「
詩
人
の
賦
、
麗
に
し
て
以
て
則
あ
り
、
辭
人
の
賦
、
麗
に
し
て
以
て
淫
な
り（

９
）。

如
し
孔
氏
の

門
人
、
賦
を
用
ひ
ば
、
則
ち
賈
誼
、
堂
に
登
り
、
相
如
、
室
に
入
ら
ん
。
其
の
用
ひ
ざ
る
を
如
何
せ
ん
」
と
。
孝
武　

樂
府
を
立

て
て
歌
謠
を
采
り
て
よ
り
、
是
に
於
い
て
代
、
趙
の
謳
、
秦
、
楚
の
風
有
り
。
皆
哀
樂
に
感
じ
、
事
に
緣よ

り
て
發
す
。
亦
た
以
て

風
俗
を
觀
て
、
薄
厚
を
知
る
べ
し
と
云
ふ
。
詩
賦
を
序
し
て
五
種
と
為
す（

（1
（

。

ま
ず
、
賦
と
大
夫
と
の
関
係
を
定
義
し
、
詩
の
重
要
性
を
孔
子
の
言
を
借
り
て
述
べ
る
。
そ
れ
が
、
戦
国
期
を
経
て
孫
卿
（
荀
子
）

と
屈
原
に
よ
り
賦
と
し
て
受
け
継
が
れ
、
漢
賦
へ
繋
が
る
と
い
う
。
孔
子
の
言
を
借
り
て
賦
の
意
義
を
『
詩
経
』
か
ら
解
き
お
こ
す
の

は
、「
藝
文
志
」
総
序
で
述
べ
た
考
え
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
詩
賦
略
」
後
序
に
対
し
て
、「
詩
賦
略
」
の
先
頭
に
置
か
れ
た
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
を
見
て
み
よ

う
。
本
来
、「
藝
文
志
」
は
、『
漢
書
』
に
お
い
て
は
目
録
で
あ
る
た
め
、
作
者
と
作
品
数
の
み
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
す
る
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顔
師
古
注
が
唐
以
前
の
注
を
集
め
た
初
め
て
の
研
究
で
あ
る
。
た
だ
、
目
録
学
と
し
て
は
、
梁
・
阮
孝
緒
『
七
録
』
が
存
在
す
る
。

近
年
の
研
究
と
し
て
『
漢
書
藝
文
志
注
釋
彙
編（
（1
（

』
で
は
、「
詩
賦
略
（
一
）
屈
原
賦
之
屬　

屈
原
賦
二
十
五
篇
」
と
し
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
る
。

沈
欽
韓
『
漢
書
疏
證
』、
自
離
騷
至
大
招
、
適
廾
五
篇
。「
隋
志
」
專
列
離
騷
一
家
、
云
漢
武
帝
、
命
淮
南
王
為
之
章
句
。
旦
受
詔

食
時
而
奏
之
、
其
書
今
亡
。
後
漢
校
書
郎
王
逸
、
集
屈
原
以
下
迄
于
劉
向
、
逸
文
、
自
為
一
篇
。
并
敘
而
注
之
、
今
行
於
世
。

按　

顧
實
曰
、「
今
楚
辭
離
騷
一
篇
、
九
歌
十
一
篇
、
天
問
一
篇
、
九
章
九
篇
、
遠
游
、
卜
居
、
漁
父
三
篇
、
凡
二
十
五
篇
。
王
逸

言
、
劉
向
典
校
經
書
、
分
『
楚
辭
』
為
十
六
卷
。
而
舊
本
楚
辭
亦
題
護
左
都
水
使
者
光
祿
大
夫
臣
劉
向
集
。」
惟
班
志
無
楚
辭
、
豈

以
原
本
七
略
而
從
略
耶
。

沈
欽
韓
『
漢
書
疏
證
』、
離
騷
よ
り
大
招
に
至
る
ま
で
を
、
二
十
五
篇
に
適
す
。「
隋
志
」
は
專
ら
離
騷
一
家
を
列
し（

（1
（

、
漢
の
武
帝
、

淮
南
王
に
命
じ
之
が
章
句
を
為
り
、
旦
、
詔
を
受
け
食
時
に
之
を
奏
す
と
云
ふ
。
其
の
書
、
今
亡
ぶ
。
後
漢
の
校
書
郎
王
逸
、
屈

原
以
下
、
劉
向
迄ま
で

を
集
め
、
逸
の
文
、
自
ら
一
篇
を
為
す
。
并
び
に
敘
し
て
之
に
注
す
。
今
、
世
に
行
は
る
。

按
ず
る
に
（
以
下
省
略
）

「
按
」
に
引
用
す
る
顧
實
は
、『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
の
一
部
の
引
用
で
あ
り
、
全
文
は
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
四　

詩
賦
略　

屈
原
賦
二
十
五
篇（
（1
（

存
。
今
楚
辭
離
騷
一
篇
、
九
歌
十
一
篇
、
天
問
一
篇
、
九
章
九
篇
、
遠
游
、
卜
居
、
漁
父
三
篇
、
凡
二
十
五
篇
。
其
懷
沙
一
賦
、

為
原
沉
江
之
預
賦
、
不
歌
而
誦
謂
之
賦
。
然
九
歌
有
歌
之
名
、
蓋
可
歌
也
。
國
觴
一
篇
、
酷
似
軍
歌
。
卒
之
三
戶
亡
秦
、
原
目
冥

矣
。
且
原
為
辭
賦
之
祖
、
於
此
亦
可
見
其
不
朽
之
精
神
哉
。
王
逸
言
、
劉
向
典
校
經
書
、
分
楚
辭
為
十
六
卷
。
而
舊
本
楚
辭
亦
題

護
左
都
水
使
者
光
祿
大
夫
臣
劉
向
集
、
集
部
之
名
、
蓋
始
此
。
惟
班
志
無
『
楚
辭
』、
豈
以
原
本
七
略
而
從
略
耶
。『
楚
辭
』
自
有

楚
音
、
漢
宣
帝
徵
能
為
楚
詞
。
九
江
被
公
召
見
誦
讀
、
隋
世
釋
道
騫
猶
能
為
之
、
蓋
與
古
文
讀
應
爾
雅
、
適
為
南
北
相
對
者
。

存
す
。
今
、
楚
辭
離
騷
一
篇
、
九
歌
十
一
篇
、
天
問
一
篇
、
九
章
九
篇
、
遠
游
、
卜
居
、
漁
父
三
篇
、
凡
そ
二
十
五
篇
。
其
の
懷
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沙
一
賦
は
、
原
が
江
に
沉
む
が
為
の
預
賦
に
し
て
、
歌
は
ず
し
て
誦
し
之
を
賦
と
謂
ふ
。
然
る
も
九
歌
に
歌
の
名
有
り
、
蓋
し
歌

ふ
べ
き
な
り
。
國
觴
一
篇
、
酷こ
く

し
て
軍
歌
に
似
る
。
卒
に
之
れ
三さ
ん
こ戶

亡ぼ
う
し
ん秦

、
原
、
目
冥
す
。
且
つ
原
、
辭
賦
の
祖
と
為
り
、
此
に

於
い
て
亦
た
其
の
不
朽
の
精
神
を
見
る
べ
け
ん
や
。
王
逸
言
ふ
、
劉
向
、
經
書
を
典
校
し
、
楚
辭
を
分
け
て
十
六
卷
と
為
す
。
而

し
て
舊
本
楚
辭
も
亦
た
「
題
護
左
都
水
使
者
光
祿
大
夫
臣
劉
向
集
」
と
し
、
集
部
の
名
、
蓋
し
此
れ
よ
り
始
む
。
惟お
も

ふ
に
班
の
志

に
『
楚
辭
』
な
し
、
豈
に
七
略
を
原
本
と
す
を
以
て
從
略
す
か
。『
楚
辭
』
自
ら
楚
音
有
り
、
漢
宣
帝　

能
く
楚
詞
を
為
す
を
徵

し
、
九
江
被
公
、
召
見
し
て
誦
讀
す
。
隋
世
の
釋
道
騫
、
猶
を
能
く
之
を
為
す
。
蓋
し
古
文
の
讀
應
の
『
爾
雅
』
に
與
し
、

適
た
ま
た
ま

南
北
相
對
す
る
者
と
為
る
。

『
漢
書
疏
證
』、『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
と
も
に
「
屈
原
賦
の
二
十
五
篇
」
の
具
体
的
な
内
容
は
、
王
逸
注
『
楚
辞
』
を
根
拠
と
し
て
い

る
。
た
だ
し
顧
實
は
、
賦
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
歌
な
ど
不
適
格
な
も
の
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
詩
、
歌
、
賦
を
分
類
す
る
こ
と
は
単

純
な
問
題
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
「
詩
賦
略
」
と
い
う
呼
び
方
は
、
詩
と
賦
を
あ
つ
め
た
と
い
う
文
体
の
話
だ
け
で
は
な
く
、
詩
か
ら

賦
へ
と
、
と
い
う
変
遷
も
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
序
で
述
べ
た
よ
う
に
賦
は
、
そ
も
そ
も
『
詩
経
』
的
意

味
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

洪
興
祖
・
王
逸
注
『
楚
辞
』「
楚
辞
目
録
」
で
は
「
護
左
都
水
使
者
光
禄
大
夫
臣
劉
向
集
」
と
い
い
劉
向
が
屈
原
賦
の
編
者
で
あ
る
こ

と
を
明
言
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
『
楚
辞
』「
離
騒
経
章
句
第
一
離
騒
」
の
後
序
と
し
て
王
逸
が
い
う
。

敍
曰　

︙
︙
而
屈
原
履
忠
被
譖
、
憂
悲
愁
思
、
獨
依
詩
人
之
義
而
作
離
騷
。
上
以
諷
諫
下
以
自
慰
、
遭
時
闇
亂
不
見
省
納
、
不
勝

憤
懣
、
遂
復
作
九
歌
以
下
凡
二
十
五
篇
。
楚
人
高
其
行
義
、
瑋
其
文
采
、
以
相
敎
傳
。
至
於
孝
武
帝
、
恢
廓
道
訓
、
使
淮
南
王
安

作
離
騷
經
章
句
、
則
大
義
粲
然
。
後
世
雄
俊
、
莫
不
瞻
慕
、
舒
肆
妙
慮
、
纉
述
其
詞
。
逮
至
劉
向
、
典
校
經
書
、
分
為
十
六
卷
。

敍
に
曰
く　

︙
︙
而
し
て
屈
原
、
忠
を
履ふ

む
も
譖そ
し

ら
れ
、
憂
悲
、
愁
思
し
、
獨
り
詩
人
の
義
に
依
り
て
「
離
騷
」
を
作
る
。
上
は

以
て
諷
諫
し
下
は
以
て
自
慰
す
。
時
の
闇あ
ん
ら
ん亂
に
遭
い
、
省
納
せ
ら
れ
ず
、
憤ふ
ん
ま
ん懣
に
勝
へ
ず
、
遂
に
復
た
九
歌
以
下
凡
そ
二
十
五
篇

を
作
る
。
楚
人
、
其
の
行
義
を
高
く
し
、
其
の
文
采
を
瑋い

し
、
以
て
相
ひ
傳
へ
し
む
。
孝
武
帝
に
至
り
、
道
訓
を
恢か
い
か
く廓
し
、
淮
南

『
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王
安
を
し
て
「
離
騷
經
章
句
」
を
作
ら
し
む
。
則
ち
大
義
粲さ
ん

然ぜ
ん

た
り
。
後
世
、
雄
俊
、
瞻せ
ん
ぼ慕
せ
ざ
る
な
く
、
妙
慮
を
舒じ
ょ
し肆
し
、
其

の
詞
を
纉さ
ん

述じ
ゅ
つ

す
。
劉
向
に
至
る
に
逮お
よ

び
、
經
書
を
典
校
し
、
分
け
て
十
六
卷
と
為
す
。

こ
こ
で
は
、『
楚
辞
』
中
の
「
屈
原
賦
二
十
五
篇
」
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
実
は
こ
れ
は
劉
向
が
ま
と
め
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い（

（1
（

。

こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
「
屈
原
賦
」
グ
ル
ー
プ
を
み
て
み
る
と
、
明
ら
か
に
『
楚
辞
』
収
録
の
文
人
（
※
）
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

屈
原
賦
二
十
五
篇
。
楚
懷
王
大
夫
、
有
列
傳
。
※

唐
勒
賦
四
篇
。
楚
人
。

宋
玉
賦
十
六
篇
。
楚
人
、
與
唐
勒
並
時
。
在
屈
原
後
也
。
※

趙
幽
王
賦
一
篇
。

莊
夫
子
賦
二
十
四
篇
。
名
忌
、
吳
人
。

賈
誼
賦
七
篇
。
※

枚
乘
賦
九
篇
。

司
馬
相
如
賦
二
十
九
篇
。

淮
南
王
賦
八
十
二
篇
。
※

淮
南
王
羣
臣
賦
四
十
四
篇
。
※

太
常
蓼
侯
孔
臧
賦
二
十
篇
。

陽
丘
侯
劉
隁
賦
十
九
篇
。
師
古
曰
、「
隁
音
偃
」。

吾
丘
壽
王
賦
十
五
篇
。

蔡
甲
賦
一
篇
。

上
所
自
造
賦
二
篇
。
師
古
曰
、「
武
帝
也
」。
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兒
寬
賦
二
篇
。

光
祿
大
夫
張
子
僑
賦
三
篇
。
與
王
襃
同
時
也
。

陽
成
侯
劉
德
賦
九
篇
。

劉
向
賦
三
十
三
篇
。
※

王
襃
賦
十
六
篇
。
※

右
賦
二
十
家
、
三
百
六
十
一
篇
。

『
楚
辞
』
と
直
接
関
わ
る
文
人
の
名
（
※
印
）
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
中
、
淮
南
王
賦
八
十
二
篇
、
淮
南
王
羣
臣
賦
四
十
四
篇
に
つ
い
て

は
、『
楚
辞
』
の
中
の
「
招
隠
士
第
十
二
」
淮
南
小
山
と
の
関
係
が
あ
る
と
考
え
る
。

こ
の
よ
う
に
「
詩
賦
略
」
と
『
楚
辞
』
と
の
関
係
は
、「
詩
賦
略
」
も
『
楚
辞
』
も
劉
向
が
編
纂
に
関
わ
る
こ
と
が
大
き
く
影
響
し
て

い
る
。「
屈
原
賦
」
に
関
し
て
は
、『
楚
辞
』
に
お
け
る
屈
原
の
作
を
「
屈
原
賦
」
と
し
て
考
え
、
屈
原
を
慕
う
文
人
た
ち
を
、
こ
の
グ

ル
ー
プ
に
並
べ
た
。
ま
た
こ
れ
は
、『
史
記
』
の
伝
記
と
も
一
致
し
て
い
る
。

唐
勒
に
つ
い
て
『
史
記
』
屈
原
傳
の
末
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

屈
原
既
死
之
後
、
楚
有
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
之
徒
者
、
皆
好
辭
而
以
賦
見
稱
、
然
皆
祖
屈
原
之
從
容
辭
令
、
終
莫
敢
直
諌
。
其
後

楚
日
以
削
、
數
十
年
竟
為
秦
所
滅
。

屈
原
既
に
死
し
後
、
楚
に
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
の
徒
者
有
り
、
皆
辭
を
好
く
し
賦
を
以
て
稱
せ
ら
る
る
も
、
然
る
も
皆
屈
原
の
從
し
ょ
う

容よ
う

、
辭
令
を
祖
と
し
、
終
に
敢
え
て
直
諌
す
る
な
し
。
其
の
後
、
楚
、
日
に
以
て
削
ら
れ
、
數
十
年
に
し
て
竟
に
秦
の
滅
ぼ
す
と

こ
ろ
と
為
る
。

「
屈
原
の
死
後
、
楚
で
は
、
宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
が
楚
の
文
辞
（
う
た
）
を
よ
く
し
、
賦
す
こ
と
で
称
賛
さ
れ
た
。
し
か
し
、
屈
原
の

従
容
と
し
た
態
度
と
言
動
を
敬
い
慕
っ
た
が
、
結
局
は
、
直
々
の
諌
め
は
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
。
こ
の
「
賦
す
」
と
い
う
点
に
注
目
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し
た
い
。
天
子
あ
る
い
は
各
国
の
王
の
前
で
披
露
す
る
こ
と
こ
そ
、
最
高
の
「
賦
す
」
で
あ
る
が
、
屈
原
を
慕
う
文
人
た
ち
は
、「
賦

す
」
け
れ
ど
も
王
へ
の
諫
め
が
な
く
終
わ
っ
た
と
い
う
。
単
に
文
辞
を
よ
く
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
賦
し
て
諫
言
す
る
こ
と
が
重
要
な

の
で
あ
る
。（『
左
氏
伝
』
で
は
、「
詩
」
と
「
賦
」
の
使
い
分
け
を
す
る
例
が
み
ら
れ
る（

（1
（

。）
そ
も
そ
も
屈
原
は
辞
を
よ
く
し
、
賦
（
諫

言
を
と
も
な
う
）
を
よ
く
し
た
が
、
宋
玉
以
後
、
屈
原
の
精
神
を
実
践
す
る
も
の
は
い
な
か
っ
た
。

『
史
記
』
屈
原
傳
で
は
こ
の
宋
玉
た
ち
の
伝
記
の
後
に
次
の
記
事
が
あ
る
。

自
屈
原
沈
汨
羅
後
、
百
有
餘
年
、
漢
有
賈
生
、
為
長
沙
王
太
傅
、
過
湘
水
、
投
書
以
弔
屈
原
。

屈
原
、
汨
羅
に
沈
し
よ
り
後
、
百
有
餘
年
、
漢
に
賈
生
有
り
。
長
沙
王
太
傅
と
為
り
、
湘
水
を
過
ぎ
、
書
を
投
じ
以
て
屈
原
を
弔

ふ
。

宋
玉
、
唐
勒
、
景
差
の
後
を
継
い
だ
こ
の
賈
誼
に
つ
い
て
は
、『
史
記
』
で
は
、
改
め
て
伝
記
を
屈
原
傳
の
後
に
並
べ
る
。
こ
の
賈
誼

も
「
屈
原
賦
」
グ
ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
て
い
る
。『
楚
辞
』
に
も
名
を
連
ね
る
。
劉
向
は
、『
楚
辞
』
編
纂
に
当
た
り
、『
史
記
』
の
伝
記

に
依
拠
し
な
が
ら
、
賦
の
作
者
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
の
賈
誼
ま
で
を
一
つ
の
系
譜
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
屈
原
賦
」
の
グ

ル
ー
プ
に
配
属
さ
れ
る
司
馬
相
如
は
、『
史
記
』
に
お
い
て
屈
原
と
の
関
係
は
言
及
さ
れ
な
い
。
劉
向
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
わ
け
だ

が
、
司
馬
遷
が
司
馬
相
如
の
伝
記
の
中
で
「
此
與
詩
之
風
諫
何
異
（
此
れ
詩
の
風
諫
と
何
ぞ
異
な
ら
ん
）。」（『
史
記
』
司
馬
相
如
列
傳
）

と
い
う
よ
う
に
、『
詩
経
』
精
神
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
し
て
屈
原
賦
の
中
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
賈
誼
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三　

司
馬
遷
以
前
の
賦　

賈
誼
に
つ
い
て

司
馬
遷
は
、
自
ら
が
長
沙
を
訪
れ
屈
原
を
偲
ん
だ
と
言
っ
て
い
る
が
（「
適
長
沙
、
觀
屈
原
所
自
沈
淵
」『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
・

太
史
公
曰
）、
時
代
的
に
司
馬
遷
に
近
い
賈
誼
、
そ
し
て
そ
の
孫
に
つ
い
て
「
賈
誼
傳
」
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
言
う
。
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賈
生
之
死
時
、
年
三
十
三
矣
。
及
孝
文
崩
、
孝
武
皇
帝
立
、
舉
賈
生
之
孫
二
人
至
郡
守
。
而
賈
嘉
最
好
學
、
世
其
家
、
與
余
通
書
。

至
孝
昭
時
、
列
為
九
卿
。

賈
生
の
死
し
時
、
年
三
十
三
な
り
。
孝
文
の
崩
ず
る
に
及
び
、
孝
武
皇
帝
立
ち
、
賈
生
の
孫
二
人
を
舉
げ
郡
守
に
至
る
。
而
し
て

賈
嘉
、
最
も
學
を
好
し
と
し
、
世よ
よ

そ
の
家
、
余
と
書
を
通
ず
。
孝
昭
の
時
に
至
り
、
列
し
て
九
卿
と
為
る
。

司
馬
遷
は
賈
誼
の
孫
、
賈
嘉
か
ら
賈
誼
に
つ
い
て
の
伝
記
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。
賈
誼
の
伝
記
資
料
と
し
て
は
、

明
確
な
出
所
で
あ
る
。

『
楚
辞
』
中
に
名
を
連
ね
た
屈
原
を
慕
う
者
の
中
で
、
司
馬
遷
の
詳
細
な
伝
記
を
持
つ
者
は
賈
誼
だ
け
で
あ
る
。
賈
誼
の
賦
へ
の
考
え

は
、
時
代
で
見
れ
ば
屈
原
、
孫
卿
に
近
い
。『
漢
書
』
賈
誼
傳
に
あ
る
、
賈
誼
の
賦
は
、
当
時
伝
わ
る
逸
話
と
し
て
の
屈
原
の
傳
と
賦
と

し
て
の
「
離
騒
」
を
も
と
に
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
史
記
』
賈
誼
傳
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
う
。

賈
生
名
誼
、
雒
陽
人
也
。
︙
︙
廷
尉
乃
言
賈
生
年
少
、
頗
通
諸
子
百
家
之
書
。
文
帝
召
以
為
博
士
。
︙
︙

賈
生
既
辭
往
、
行
聞
長
沙
卑
溼
、
自
以
壽
不
得
長
。
又
以
適
去
、
意
不
自
得
。
及
渡
湘
水
、
為
賦
以
弔
屈
原
。
其
辭
曰

共
承
嘉
惠
兮　

俟
罪
長
沙

側
聞
屈
原
兮　

自
沈
汨
羅

造
託
湘
流
兮　

敬
弔
先
生

遭
世
罔
極
兮　

乃
隕
厥
身

嗚
呼
哀
哉　
　

逢
時
不
祥

鸞
鳳
伏
竄
兮　

鴟
梟
翺
翔

賈
生
、
名
は
誼
、
雒ら
く

陽よ
う

の
人
な
り
。
︙
︙
廷
尉
、
乃
ち
言
ふ
、
賈
生
年
少
く
し
て
、
頗
る
諸
子
百
家
の
書
に
通
ず
、
と
。
文
帝　

召

し
て
以
て
博
士
と
為
す
。
︙
︙
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賈
生
、
既
に
辭
し
て
往
き
、
行
ゆ
き
長
沙
の
卑ひ
し
つ溼
を
聞
き
、
自
ら
以
へ
ら
く
壽じ
ゅ

は
長
き
を
得
ず
と
。
又
た
適
を
以
て
去
る
も
、
意

自
ら
得
ず
。
湘
水
を
渡
る
に
及
び
、
賦
を
為
り
以
て
屈
原
を
弔
ふ
。
其
の
辭
に
曰
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

韻

共
承
嘉
惠
兮　

俟
罪
長
沙　
　
（
歌
）

側
聞
屈
原
兮　

自
沈
汨
羅　
　
（
歌
）

造
託
湘
流
兮　

敬
弔
先
生　
　
（
耕
）

遭
世
罔
極
兮　

乃
隕
厥
身　
　
（
真
）

嗚
呼
哀
哉　
　

逢
時
不
祥　
　
（
陽
）

鸞
鳳
伏
竄
兮　

鴟
梟
翺
翔　
　
（
陽
）

賈
誼
は
漢
初
に
お
い
て
、
秦
滅
亡
後
の
事
情
を
知
る
士
大
夫
で
あ
る
。
賈
誼
『
新
書
』
に
は
、「
過
秦
」
が
巻
頭
に
置
か
れ
、
戦
国
期

の
事
情
を
語
る
。
そ
れ
は
、
屈
原
、
孫
卿
の
後
の
状
況
で
あ
る
。
賈
誼
の
時
代
か
ら
半
世
紀
遡
れ
ば
、
屈
原
、
孫
卿
の
活
躍
時
期
に
至

る
。
屈
原
の
逸
話
が
残
る
状
況
は
、
司
馬
遷
以
上
に
良
い
は
ず
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
賈
誼
が
慕
う
賦
は
、「
屈
原
賦
」
の
原
形
、
ま
た

「
孫
卿
賦
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
賦
と
い
う
表
現
、
つ
ま
り
『
左
氏
伝
』
で
見
ら
れ
た
「
自
ら
詩
を
作
る
」
が
、
戦
国
末
期

か
ら
引
き
継
が
れ
、
賈
誼
の
こ
ろ
に
は
定
着
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

賈
誼
は
伝
聞
と
し
て
長
沙
の
悪
い
自
然
環
境
を
恐
れ
て
、
自
ら
の
寿
命
を
諦
め
て
い
た
が
、
同
時
に
長
沙
に
伝
わ
る
屈
原
の
傳
、
逸

話
も
聞
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
司
馬
遷
も
賈
誼
も
、
そ
の
土
地
の
逸
話
、
伝
説
と
し
て
屈
原
像
を
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、「
離
騒
」
が
楚
詞
と
い
う
南
方
の
言
語
で
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
文
学
と
し
て
「
離
騒
」
を
理
解
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

わ
か
ら
な
い
。
武
帝
が
命
じ
て
、「
離
騒
」
が
淮
南
王
安
の
解
釈
（『
漢
書
』
淮
南
衡
傳
ま
た
『
史
記
』
に
は
こ
の
記
事
は
掲
載
さ
れ
な

い
。）
を
介
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
、
司
馬
遷
の
場
合
は
「
余
讀
『
離
騒
』（『
史
記
』
屈
原
賈
生
列
傳
・
太
史
公
曰
）」

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
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『
漢
書
』
賈
誼
傳
で
は
『
史
記
』
賈
誼
傳
に
な
か
っ
た
次
の
文
が
傳
の
途
中
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。

屈
原
、
楚
賢
臣
也
。
被
讒
放
逐
、
作
離
騷
賦
。

其
終
篇
曰
、「
已
矣
、
國
亡
人
、
莫
我
知
也
。」
遂
自
投
江
而
死
。
誼
追
傷
之
、
因
以
自
諭
。

『
漢
書
』
の
編
纂
の
時
点
で
は
、
劉
向
編
纂
の
「
屈
原
賦
」（
王
逸
注
『
楚
辞
』
に
あ
る
）
が
す
で
に
存
在
す
る
た
め
に
、
そ
の
一
部

「
屈
原
、
楚
賢
臣
也
。
被
讒
放
逐
、
作
離
騷
賦
。
其
終
篇
曰
、『
已
矣
、
國
亡
人
、
莫
我
知
也
。』
遂
自
投
江
而
死
。」
が
、
引
用
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、『
史
記
』、『
漢
書
』
の
記
述
に
は
一
部
異
な
る
部
分
も
あ
り
、
司
馬
遷
の
と
き
の
状
況
か
ら
、
編
纂
に
関
わ
る
状
況
の

変
化
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、「
離
騒
」
に
つ
い
て
司
馬
遷
か
ら
後
の
解
釈
が
、
違
っ
て
い
く
状
況
に
つ
い
て
は
、
王
逸
注
『
楚
辞
』
洪
興
祖
「
補
注
」

に
お
い
て
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
宋
・
洪
興
祖
「
補
注
」
は
唐
・
顔
師
古
注
ま
で
遡
り
考
証
す
る
。

王
逸
注
『
楚
辞
』
に
「
屈
原
︙
︙
乃
作
離
騒
経
。
離
別
也
。
騒
愁
也
。
經
径
也
。」
と
あ
る
が
、
洪
興
祖
「
補
注
」
に
よ
れ
ば
、
次
の

よ
う
に
「
太
史
公
曰
」、「
班
孟
堅
曰
」、「
顔
師
古
云
」、「
余
按
」
と
比
較
検
討
す
る
。

王
乃
疏
屈
原
、
屈
原
執
履
忠
貞
而
被
讒
袠
、
憂
心
煩
乱
、
不
知
所
愬
、
乃
作
「
離
騒
」
經
。
離
、
別
也
。
騒
、
愁
也
。
經
、
徑
也
。

言
己
放
逐
離
別
、
中
心
愁
思
、
猶
依
道
徑
、
以
諷
諫
君
也
。（「
離
騒
」
序
）

太
史
公
曰
、「
離
騒
」
者
、
猶
離
憂
也
。

班
孟
堅
曰
、
離
猶
遭
也
。
明
己
遭
憂
作
辞
也
。

顔
師
古
云
、
憂
動
曰
騒
。

余
按
、
古
人
引
離
騒
、
未
有
言
經
者
、
蓋
後
世
之
士
祖
述
其
詞
、
尊
之
為
經
耳
、
非
屈
原
意
也
。
逸
説
非
是
。（
補
注
）

王
乃
ち
屈
原
を
疏う
と
んじ
、
屈
原
、
忠
貞
を
執し
つ
り履
す
る
も
讒ざ
ん
ち
つ袠
せ
ら
れ
、
憂ゆ
う
し
ん
は
ん

心
煩
乱ら
ん

し
、
愬
う
っ
た
ふ

る
と
こ
ろ
を
知
ら
ず
、
乃
ち
「
離
騒
」
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經
を
作
る
。
離
は
別
な
り
。
騒
は
愁
な
り
。
經
は
徑
な
り
。
言
こ
こ
ろ
は
、
己
、
放
逐
さ
れ
離
別
し
、
中
心
、
愁
思
し
、
猶
を
道

徑
に
依
り
、
以
て
君
を
諷
諫
す
る
な
り
。（「
離
騒
」
序
）

太
史
公
曰
く
、「
離
騒
」
は
、
猶
を
離
憂
な
り
。

班
孟
堅
曰
く
、
離
は
猶
を
遭
な
り
。
己
、
憂
に
遭
ひ
辞
を
作
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。

顔
師
古
云
く
、
憂
動
を
騒
と
曰
ふ
。

余　

按
ず
る
に
、
古
人
、
離
騒
を
引
く
も
、
未
だ
經
と
言
う
者
有
ら
ず
。
蓋
し
後
世
の
士
、
其
の
詞
を
祖
述
し
、
こ
れ
を
尊
び
經

と
為
す
の
み
。
屈
原
の
意
に
非
ざ
る
な
り
。
逸
の
説
、
是
に
非
ず
。（
補
注
）

補
注
で
は
、「
經
」
を
王
逸
が
す
で
に
使
っ
て
い
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
宋
代
に
な
る
と
、
洪
興
祖
「
補
注
」、

朱
熹
『
楚
辞
』
集
注
な
ど
、『
楚
辞
』
全
体
に
対
す
る
研
究
が
進
む
。
そ
の
中
で
こ
の
よ
う
に
、
各
時
代
の
研
究
の
結
果
が
集
め
ら
れ
比

較
検
討
さ
れ
る
。「
離
騒
」
は
、
文
字
に
記
録
さ
れ
た
時
か
ら
、
漢
字
の
も
つ
多
義
性
が
理
解
を
困
難
に
さ
せ
る
運
命
を
も
ち
、
各
時
代

の
訓
詁
が
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
劉
向
の
『
楚
辞
』
全
体
に
対
す
る
解
釈
は
、「
屈
原
賦
」
の
編
纂
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま

た
『
漢
書
』
の
傳
に
ま
で
影
響
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

四　

ま
と
め

『
漢
書
』
藝
文
志
の
総
序
、
お
よ
び
、「
詩
賦
略
」
序
に
は
劉
向
の
編
纂
方
針
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
詩
経
』
精
神

の
継
承
を
以
て
各
書
籍
の
価
値
を
見
出
す
と
い
う
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
孔
子
の
後
、
戦
国
期
を
経
て
、『
詩
経
』
精
神
を
引
き
継
ぐ
も
の

と
し
て
詩
賦
を
評
価
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
根
柢
に
は
屈
原
と
そ
の
作
品
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
詩
賦
略
は
屈
原
賦
を
全
詩
賦
の
最

初
に
置
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
係
す
る
屈
原
の
伝
記
、「
離
騒
」、
王
逸
注
『
楚
辞
』
の
全
体
像
が
、『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
編
纂
と

関
連
し
な
が
ら
固
定
さ
れ
て
い
く
状
況
の
一
部
を
考
察
し
て
み
た
。
屈
原
の
存
在
、『
楚
辞
』
の
作
者
な
ど
文
学
史
で
は
古
代
か
ら
続
く

大
問
題
が
関
わ
る
考
察
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
具
体
的
な
作
品
研
究
、
関
連
人
物
の
研
究
を
通
し
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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注

（
1
）  

『
楚
辞
』
研
究
の
現
状
に
関
し
て
は
、
次
の
研
究
書
の
序
章
の
中
で
端
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 

矢
田
尚
子
『「
楚
辞
」
を
読
む
』（
東
北
大
学
出
版
会　

二
〇
一
八
・
一
一
）

（
2
）  
散
逸
し
た
目
録
と
し
て
は
、
魏
・
鄭
黙
『
中
経
』、
晋
・
荀
勗
『
中
経
新
簿
』、
宋
・
王
倹
『
七
志
』
な
ど
が
あ
る
。

（
3
）  

『
二
十
五
史
藝
文
經
籍
志
考
補
萃
編
』
王
承
略　

劉
心
明　

主
編
（
清
華
大
学
出
版
社　

二
〇
一
四
・
三
）『
漢
書
』
藝
文
志
に
関
す
る

も
の
は
、

 
 

第
一
巻
『
漢
書
藝
文
志　

漢
藝
文
志
考
證　

漢
藝
文
志
考
證
校
補
』　

第
二
巻
『
漢
書
藝
文
志
疏
證　

漢
書
藝
文
志
拾
補
』　

第
三
巻
『
漢

書
藝
文
志
條
理
』　

第
四
巻
『
漢
書
藝
文
志
講
疏　

漢
書
藝
文
志
注
解
』　

第
五
巻
『
前
漢
書
藝
文
志
注　

漢
書
藝
文
志
約
説　

漢
志
藝
文

略　

漢
書
藝
文
志
校
補
存
遺　

漢
書
藝
文
志
箋
』
等

（
4
）  

こ
こ
に
は
、
顔
師
古
注
と
し
て
如
淳
曰
、「
劉
歆
七
略
曰
『
外
則
有
太
常
、
太
史
、
博
士
之
藏
、
內
則
有
延
閣
、
廣
內
、
祕
室
之
府
』。」

が
あ
る
。「
七
略
」
は
、『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』（
興
膳
宏
・
川
合
康
三
著　

汲
古
書
院　

一
九
九
五
・
七
）
に
よ
る
と
唐
代
に
は
完
全
に
存

在
し
て
い
た
。

（
5
）  

矢
田
尚
子
『「
楚
辞
」
を
読
む
』（
東
北
大
学
出
版
会　

二
〇
一
八
・
一
一
）
序
章
、
参
照
。

（
6
）  

「
孫
卿
賦
」
荀
子
、
ま
た
荀
卿
は
、
前
漢
時
代
、
宣
帝
劉
詢
の
諱
を
避
け
て
孫
卿
と
記
載
さ
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
そ
の
「
孫
卿
」
を

使
用
す
る
。

（
7
）  

「
傳
曰
、
不
歌
而
誦
謂
之
賦
、
登
高
能
賦
可
以
為
大
夫
。」
に
つ
い
て
、
顔
師
古
注
が
な
い
。『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
で
は
「
誦
、
諷
也
。

今
曰
背
誦
。
賦
、
敷
也
。
能
敷
陳
事
物
也
。
毛
詩
傳
曰
、
建
邦
能
命
龜
、
田
能
施
命
、
作
器
能
銘
、
使
能
造
命
、
升
高
能
賦
、
師
旅
能
誓
、

山
川
能
説
、
喪
紀
能
誄
、
祭
祀
能
語
、
君
子
能
此
九
者
、
可
謂
有
德
音
、
可
以
為
大
夫
也
。
鄘
風
・
定
之
方
中
傳
。」
と
い
う
。
出
典
は

『
詩
経
』
の
毛
傳
で
は
あ
る
が
、
解
釈
の
上
で
適
格
性
に
問
題
が
残
る
。

（
8
）  

顔
師
古
曰
「
論
語
、
載
孔
子
戒
伯
魚
之
辭
也
。」
ま
た
『
論
語
』
は
陽
貨
篇
に
「
子
曰
、
小
子
、
何
莫
學
夫
詩
」
な
ど
が
あ
る
。『
論
語
』

に
散
見
す
る
。

（
9
）  

顔
師
古
曰
「
辭
人
、
言
後
代
之
為
文
辭
。」
こ
こ
は
揚
雄
『
法
言
』
吾
子
篇
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

『
漢
書
』
藝
文
志
・
詩
賦
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（
10
）  

顔
師
古
曰
「
言
孔
氏
之
門
、
既
不
用
賦
、
不
可
如
何
。
謂
賈
誼
、
相
如
無
所
施
也
。」『
漢
書
藝
文
志
注
釋
彙
編
』
で
は
『
儀
徴
劉
申
叔

遺
書
』
論
文
雑
記
を
引
い
て
い
う
。「
劉
光
漢
曰
、
敘
詩
賦
為
五
種
、
而
賦
則
析
為
四
類
。
屈
原
以
下
二
十
家
為
一
類
、
陸
賈
以
下
二
十
一

家
為
一
類
、
荀
子
以
下
二
十
五
家
為
一
類
、
客
主
賦
以
下
十
二
家
為
一
類
。」
清
・
劉
師
培
『
論
文
雑
記
』（『
儀
徴
劉
申
叔
遺
書
』
五　

廣

陵
書
社　

二
〇
一
四
・
二
）

（
11
）  

『
漢
書
藝
文
志
注
釋
彙
編
』
陳
國
慶
編
（
中
華
書
局　

一
九
八
三
・
六
）

（
12
）  

『
隋
書
経
籍
志
詳
攷
』
に
よ
る
と
、「
離
騒
」
と
名
の
つ
く
も
の
は
、『「
離
騒
」
草
木
疏
』
の
み
で
あ
り
、
唐
代
、
存
在
す
る
。
そ
れ
以

外
の
複
数
の
漢
籍
は
す
べ
て
『
楚
辞
』
と
名
が
つ
く
。

（
13
）  

『
漢
書
藝
文
志
講
疏
』
顧
實
講
疏
（
上
海
古
籍
出
版　

一
九
八
七
・
二
）

（
14
）  

王
逸
が
劉
向
の
文
を
引
用
し
た
と
い
わ
な
い
た
め
に
、
こ
の
序
文
は
劉
向
が
書
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
朱
熹
『
楚
辞
集
注
』
に
お
い

て
も
こ
の
二
十
五
篇
の
分
類
を
採
用
す
る
。

（
15
）  

『
春
秋
左
氏
伝
』
に
見
え
る
「
賦
」
は
こ
の
例
で
あ
る
。

 
 

隱
公
元
年
・
夏
五
月
・
傳
、
公
從
之
、
公
入
而
賦
。
大
隧
之
中
、
其
樂
也
融
融
。
姜
出
而
賦
、
大
隧
之
外
、
其
樂
也
泄
泄
。

 
 

　
　

杜
注
云
、
賦
、
賦
詩
也
。

 
 

　
　

正
義
云
、
賦
詩
、
謂
自
作
詩
也
。

 
 

「
杜
注
」
で
は
「
詩
を
賦
す
」
と
い
い
、「
正
義
」
で
は
「
詩
を
賦
す
」
は
「
自
ら
詩
を
作
る
」
と
い
う
意
味
だ
と
い
う
。

 
 

ま
た
僖
公
五
年
春
・
傳
、
初
、
晉
侯
使
士
蔿
為
二
公
子
築
蒲
與
屈
。
不
愼
、
︙
︙
詩
云
、
懷
德
惟
寧
、
宗
子
惟
城
、（
大
雅
・
板
）︙
︙

三
季
將
尋
師
焉
、
焉
用
慎
。
退
而
賦
曰
、
狐
裘
尨
茸
、
一
國
三
公
、
吾
誰
適
從
。

 
 

こ
こ
で
「
詩
」
は
『
詩
経
』、「
賦
」
は
自
作
の
詩
で
あ
る
。
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